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はがきと切手」，5年生の「ブラン
コ乗りとピエロ」，6年生の「手品師」
などで実践しました。主人公が葛藤
し，道徳的によりよい行動をとった
結末になっている教材であれば効果
的だと思います。

対話のもつ力
杉中　ポスターセッションも「脳内
会議」も，意見や考えの出し合いで
終わるのではなく，ひと工夫加える
ことで，「対話的な学び」に劇的に
変わることを示してくれます。さて，
最後に，今回のテーマについて，改
めてお考えになったことを聞かせて
ください。
荻原　道徳の学びでの対話が，一時
的なもので終わるのではなく，地域
社会などへ，継続的につながってい
ってほしいなと改めて思いました。
　そのためには，もちろん自分の考
えをもつことが大事ですが，なぜ相
手がこのような発言をしたのだろう
と，発言の背景とかプロセスまで想
像できる子どもに育てていきたいな
と思います。つまり，「聞く力」です。
自分にも，それぞれいろいろな葛藤
があって，現在の自分がいる。今，
目の前にいる相手もいろんな経験を
して，今ここにいる。それぞれが，
それぞれのストーリーを紡ぎながら
生きている。こうしたことを共有し
たうえで，自己理解を深めていける
道徳科の授業ができたらすてきだな
と思います。そのためにも対話を，
大事にしていきたいなと思いました。
尾崎　全くその通りだと思います。
これまでは，自分の話したいことを
話せるということが，重視されてき

　春期にさしかかると，話し下手だからと悩む子
どもたちが増えていきます。たいてい，「人と

話すのが苦手」「『空気』を読むことが苦手」といった
気持ちにさいなまれます。そのため，対話どころか，
難しいことを話し合おうという雰囲気の授業は，はな
から逃げ腰になります。ですが，実は話し下手の問題
は「話すスキル」「空気を読むスキル」が苦手という
よりは，むしろ「注意」を共有するという「共同注意」
の力がまだ弱いからかもしれません。

コミュニケーションの大本は「共同注意」の力

先生が授業中に黒板に何か書き始めると，生徒が一
斉にそこに目をやります。これが「共同注意」です。
同じ空間の中で，人が他の人と同じようにモノ・コト・
人に対して一斉に注意を向けることを指します。さら
にいうと自分が他の人と同じように，その対象に対し
て注意を向けていることを知っている状態ともいえま
す。
こうした力は，赤ちゃんの時から発達します。下図
のように，1赤ちゃんは親とアイコンタクトを通わせ
ながら，しだいに，2相手が何に注意や関心を向けて
いるかを共有するようになります。やがて，3相手が
何を見ているかに注意がいき，さらに相手が見ている
対象に自分の注意を向けるようになります。赤ちゃん
は，言葉を獲得すると，指差しながら「ワンワン」と

たように思うのですが，対話を考え
たときに大事なことは，「聞く力」
だと思います。教師って，とかく子
どもたちに話させよう，発表させよ
うとしますけど，そういうとき，発
表している子どもしか見ていないん
ですよね。そうではなくて，聞いて
いる子どもたちに焦点を当てて，自
分の授業を見直すことが，これから
特に大事だなと思っています。ただ
単にぼうっと聞くのではなくて，荻
原先生が言われたように，相手の思
いを理解しようと思って聞く力をつ
けてやりたいなと思います。
　それから，子どもたちには，対話
によって成し遂げられることは大き
いんだという，「対話のすごさ」と
いうものを，学校にいるうちにしっ
かり体験してもらいたいなと思って
います。対話を試みることで，世界
規模の問題でも解決へ向かう一歩が
つくれるんだという，対話のもつ力
というのを，日々の授業の中で体感
して成長していってもらいたいなと
思っています。
杉中　コロナ禍の状況で，私たちは，
改めて対話の必要性，つながってい
くことの大切さに気づかされました。
私は，学校教育を支えているいちば
んの根本の力が，対話だと思うんで
す。そして，その対話の大切さを，
子どもたちに伝えていけるのが，ま
さに，道徳科の時間なのだと思って
います。今日，その思いを，いっそ
う強くしました。
　先生方，本日はありがとうござい
ました。次は，直接お会いして語り
合えることを楽しみにしています。

対象に注意を向けたことを表現するようになります。
その際，親が「ワンワンだね」と応答してやると，赤
ちゃんは，親といっしょに対象を共有している三角形
の世界（これを「三項関係」とよんでいます）を認識
するようになります。このように関係を認識すること
は，信頼や共感につながる感情を共有することにつな
がります。これが「共同注意」の本質です。

対話を成立させるために

道徳の授業では，「対話」が重要な活動になります。
対話を成立させるためには，この共同注意の力は，ど
の年齢であっても欠かすことができません。相手が何
に注意を向けているか，それを共有することが対話の
前提となるからです。ですから，相手の話に耳をそば
だて，相手が関心を向けようとしていることを能動的
に共有しようとする姿勢を育てることが大切なのです。
子どもたちに対話を促すとき，「今，○○ちゃんは，
△△に関心を向けているね。」と先生が声をかけるこ
とは，この力が未熟な子どもたちにはたいへん効果的
な支援になります。そして，共感する力も育てます。
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第　回 「対話」─コミュニケーションがうまくいかないのは，
　　　　　　　 話し下手だからと思っていませんか？
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